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１．はじめに  

 私たちは若者ならではの視点で政策を提案するこ

とで、熊本市の課題解決とより良い未来づくりに貢献

したいと考え、活動を始めた。熊本市が持つ伝統ある

歴史文化に注目し、その魅力をより多くの人に知って

もらいたいと考え、「みんなが訪れたくなる文化のまち」

を 10 年後の理想像として掲げた。この資料では、ま

ず現状を把握するために行った文献調査、熊本市へ

のヒアリング調査と、その比較・分析結果を示す。次

にこの調査によって明らかになった課題を解決する

政策アイデアとして、「魅力発信と回遊性の向上によ

る訪れたくなるまちづくり」を提案し、その具体的施策

として、「着物と歴まち」「写真」「まちの見える化」を核

とする 3 つの案を示したい。 

 

２．現状分析/調査内容 

（1）現状分析 その１ 

 熊本市には様々な観光スポットが存在するが、実

際には熊本城以外の観光スポットの魅力が十分に

伝わっていないという現状がある。 

 令和 2 年度の「熊本市観光統計１」によると、コロナ

禍前の令和元年において、熊本城と城彩苑の入園

者数は、それぞれ約 210 万人、約 120 万人となって

おり、他の観光施設の入園者数に大きく差をつけて

いる。例えば、水前寺成趣園は、熊本市を代表する

歴史的建造物の一つであるが、その入園者数は約

42 万人で熊本城の約 5 分の１となっている。このデ

ータから、現在熊本城のみが圧倒的に人気で、熊

本城以外の観光スポットの魅力が十分に伝わって

おらず、そのためにまちの回遊性が低くなっている

と言える。 

（2）現状分析 その２ 

 また、熊本市における歩行者の量が顕著に減っ

ていることも指摘したい。「商店街通行量調査結果２」

によると、令和 3 年の中心商店街と熊本駅周辺の

44 地点における歩行者通行量は、コロナ禍前と比

べると 23.01％も減少している。ここから、まちの賑

わいと活力の低下が示唆される。 

（3）現状分析 その 3 

 さらに、外国人観光客の数が少ないことも重要な

課題である。熊本県を訪れる外国人観光客の割合

は、47都道府県全体を 100％とすると、1.9％と少な

く、これは政令指定都市が置かれている 15 都道府

県のうち 11 位となっている３。人口減少が進む中で、

重要な観光のターゲットである外国人観光客が少

ないことは、熊本市の観光事業を考えるうえで深刻

な問題である。 

 

３．課題に対する解決策と具体的な政策アイデア 
上記の課題を解決し、「みんなが訪れたくなる文化

のまち」を実現するために、政策アイデア「魅力発信

と回遊性の向上による訪れたくなるまちづくり」を提案

する。その具体的施策として、次の 3 点がある： 

＜施策１＞着物レンタルによる歴まち巡りの推進 

＜施策２＞写真投稿プラットフォームによる魅力

の発見・発信 

＜施策３＞Google マップによる熊本市の「見える

化」 

（１）＜施策１＞ 

①内容 

市内各所に着物・関連小道具のレンタル、着付

け、髪のセットが可能な着物店を誘致し、営業開

始後の数年間は運営費用を市が出資する。一部

店舗の物件取得にあたっては、新町・古町に点在

する空き家を利用できないか検討する。また、店

の利用者に対し１日間市電に無料で乗り放題とな

るフリーパスを発行する。フリーパスのデザインは

公募により決定し、定期的に更新する。 

 ②効果 

 着物レンタル店設置により、熊本市観光の際に

着物を着る人が増え、さらにその様子をまち中や

SNS 上で目にする人が増えることで、歴史のまちと

してのブランドイメージが確立することが見込まれ

る。特に新町・古町においては、熊本市が令和３

年度から「城下町の風情を感じられる町並みづく

り事業」を行っており、今後、より着物が映えるよう

になると予想される。またフリーパスは、着物を着

た人が様々な場所を訪れるきっかけとなり、熊本

市の多くの魅力に気づく機会を創出できる。さら

に、フリーパスのデザインを公募し、定期的に更

新することで、話題性を高めることができる。 

（２）＜施策２＞ 

 ①内容 

 熊本市の魅力をおさめた写真を投稿・閲覧できる

プラットフォームを開発し、「げんき！アップくまもと」

アプリ内や WEB で運用する。投稿時に位置情報



 

を載せてもらうようにすることで、場所ごとに写真の

投稿を集積させるほか、多言語に対応させ、外国

人でも簡単に写真を投稿・閲覧することができるよ

うにする。また、「いいね！」機能をつけ、人気を

得た投稿は市街地各所にある大型ビジョンで放

映したり、アーケードの中吊り広告に掲載したりす

る。 

 ②効果 

 写真投稿プラットフォームを開発することで、投

稿者が今まで気が付かなかった熊本市の魅力を

探す楽しみが生まれる。また、世界中に熊本市の

魅力が発信されることで、閲覧者の、熊本市の

様々な場所に対する認知度や興味が高まる。さら

に、プラットフォームにおける人気投稿の大型ビジ

ョンでの放映や中吊り広告での掲示は、それを見

た市内の人たちが熊本市の新たな魅力を発見す

る機会になるだけではなく、プラットフォームの宣

伝や、写真を投稿する動機にもなると考えられる。 

（３）＜施策３＞ 

 ①内容 

 世界的に利用されている Google マップを、熊本

市において最大限活用できるようにする。そのた

めに、熊本市と Google が連携し、先述のプラット

フォームに集積した写真の一部を、利用者の許可

を得て Google マップに掲載する。また、長野県小

布施町や岡山県の観光政策の事例を参考に、

Google ストリートビューの撮影機材をレンタルして

撮影することで、主要な観光地に加えて、小さな

路地空間や施設内部といった、まちの人たちが自

慢したい場所においてもストリートビューの利用可

能範囲を拡大させる。さらに、Google マップにお

ける乗換情報の充実と、観光地や店舗の英語表

記の登録を推進する。 

 ②効果 

 Google マップの充実によって、熊本市を「見える

化」することで、主要な観光地の魅力だけではなく、

日常的な町並みの中にある小さな魅力を伝えるこ

とができる。また、海外旅行をする際に、公共交通

機関の乗り方や乗り場がよくわからないなどの問

題があるが、既にあらゆる言語圏で使用されてい

る Google マップを活用することで、外国人も観光

情報・交通情報に容易にアクセスできるようになり、

観光客が増加することが見込まれる。 

 

４．まとめ・今後の展望など 

 私たちは、文献調査やヒアリング調査から、各観光

地の魅力が伝わりきっていないことによる回遊性の低

さ、まちの賑わいの減少、人口減少が進む中で重要

な観光のターゲットである外国人観光客の少なさとい

った課題を取り上げ、理想像である「みんなが訪れた

くなる文化のまち」を実現するために、魅力を再発見

できる、訪れたくなる、訪れやすくなるまちづくりのた

めの施策を提案した。 

 着物を着た観光客がフリーパスを利用して、熊本城

だけでなく様々な場所を訪れ、そこで撮った写真を

SNS やプラットフォームに掲載することで、熊本市の

小さな魅力まで広く伝わる。また、プラットフォームの

写真の一部を Google マップに掲載することで、熊本

市の魅力全てが「見える化」される。このように、各施

策が相乗効果を生み出すことが期待される。 

 提案した施策が実施されれば、熊本市以外の場所

に住んでいる人が訪れたい・訪れやすいまちになるこ

とはもちろん、熊本市に住んでいる人も楽しみながら

その魅力を再発見することができ、より地元の人に愛

されるまちになると考えられる。 

 今回この地域課題に取り組んで、熊本市について

より深く知り、熊本市の未来をつくっていく一員として

当事者意識を持って考えることができた。活動をする

中で、実際に中心市街地や新町・古町などへフィー

ルドワークに行くことで、私たち自身も改めて熊本市

の多くの魅力を発見することができた。このコンテスト

に留まらず、これからも熊本市のより良い未来づくり

のために自分たちにできることは何かを考え、積極的

に取り組んでいきたい。 
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